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ふ
る
さ
と
に
貢
献
・
応
援
し
た
い
と
い

う
方
の
思
い
を
い
か
す
た
め
、
地
方
公
共

団
体
に
対
す
る
寄
附
金
税
制
が
大
幅
に
拡

充
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
寄
附
文
化
を
育
て
、
地
域
に
密

着
し
た
民
間
公
益
活
動
を
促
進
す
る
た

め
、
道
や
市
が
条
例
で
指
定
し
た
寄
附
金

が
、
新
た
に
市
・
道
民
税
の
控
除
対
象
と

な
り
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
の
改
正
の
対
象
と
な
る
寄

附
金
は
、
平
成　

年
１
月
１
日
以
降
の
寄

２０

附
金
で
す
。

　

個
人
の
方
が
、
岩
見
沢
市
を
含
む
す
べ

て
の
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
、
５
千
円

を
超
え
る
寄
附
を
行
っ
た
場
合
、
寄
附
金

か
ら
５
千
円
を
引
い
た
額
に
つ
い
て
、
一

定
の
範
囲
内
で
あ
れ
ば
、
所
得
税
と
市
・

道
民
税
を
合
わ
せ
て
、
全
額
控
除
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
市
・
道
民
税
の
寄
附
金
控

除
の
対
象
は
、
都
道
府
県
、
市
区
町
村
、

住
所
地
の
都
道
府
県
の
共
同
募
金
会
、
住

所
地
の
都
道
府
県
の
日
本
赤
十
字
社
の
支

部
に
限
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
後
は

こ
れ
ら
に
加
え
、
所
得
税
で
寄
附
金
控
除

の
対
象
に
な
っ
て
い
る
寄
附
金（
公
益
法

人
、
社
会
福
祉
法
人
、
学
校
法
人
な
ど
へ

の
寄
附
金
）の
中
か
ら
、
道
や
市
が
条
例

で
指
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
・
道
民
税

の
寄
附
金
控
除
も
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。【
右
の
表
を
参
照
】

　

た
だ
し
、
国
に
対
す
る
寄
附
金
と
、
政

党
な
ど
へ
の
政
治
活
動
に
関
す
る
寄
附
金

は
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　

高
齢
化
社
会
の
進
展
に
伴
い
、
公
的
年

金
を
受
給
す
る
高
齢
者
の
方
の
増
加
が
予

���
�
�
�
�
�
�
�
	
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
�

都道府県、市区町村、住所地の都道府県の共
同募金会、住所地の都道府県の日本赤十字
社の支部

対象となる寄附金
�
���
���

所得控除方式控除方式

適用対象寄附金×税率（１０％）の軽減効果控除率

総所得金額の２５％控除対象限度額

１０万円適用下限額

現在、対象となっている寄附金に、都道府県
または市区町村が条例により指定した寄附
金を追加（国に対する寄附金と政党などに対
する政治活動に関する寄附金を除く）

対象となる寄附金
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税額控除方式控除方式

都道府県 � 道府県民税から４％の控除
市区町村 � 市区町村民税から６％の控除

控除率

総所得額の３０％控除対象限度額

５,０００円適用下限額
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想
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
公
的
年
金
を

受
給
し
て
い
る
高
齢
者
の
方
の
、
納
税
の

便
宜
を
図
る
と
と
も
に
、
徴
税
の
効
率
化

を
図
る
た
め
、
市
・
道
民
税
を
公
的
年
金

か
ら
特
別
徴
収（
天
引
き
）す
る
制
度
が
導

入
さ
れ
ま
す
。

　

市
・
道
民
税
の
納
税
義
務
者
の
う
ち
、

前
年
中
に
公
的
年
金
等
の
支
払
い
を
受
け

た
方
で
、
当
該
年
度
の
初
日
に
お
い
て
、

国
民
年
金
法
に
基
づ
く
老
齢
基
礎
年
金
等

の
支
払
い
を
受
け
て
い
る　

歳
以
上
の
方

６５

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

上
半
期
は
、
年
金
支
給
月（
４
月
・
６

月
・
８
月
）ご
と
に
、
前
年
度
の
下
半
期

（　

月
・　

月
・
２
月
）の
特
別
徴
収
額
の

１０

１２

３
分
の
１
を
仮
徴
収
し
ま
す
。

　

下
半
期
は
、
年
金
支
給
月
ご
と
に
、
年

税
額
か
ら
当
該
年
度
の
上
半
期
の
特
別
徴

収
額
を
差
し
引
い
た
額
の
３
分
の
１
を
本

徴
収
し
ま
す
。

　

特
別
徴
収
を
開
始
す
る
年
度
、
ま
た
は

新
た
に
対
象
と
な
っ
た
年
度
は
、
上
半
期

分
を
普
通
徴
収
に
よ
り
、
下
半
期
分
を
特

別
徴
収
に
よ
り
納
め
ま
す
。

配 偶 者
特別控除

配偶者控除・
扶 養 控 除所得税市・道民税収入額

受けられない受けられるかからない

かからない９７万円以下

均等割が
かかる

９７万円超
100 万円以下

均等割と
所得割が
かかる

100 万円超
103 万円以下

受けられる受けられないかかる103 万円超
141 万円未満
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������ ※収入額で１３０万円を超えると、社会保険の扶養にはなれません。
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　平成１９年分の収入に対する所得税の確定申告や市・道民税の申告を
していないと、平成２０年度分の市・道民税額に控除額などが反映さ
れていない場合があります。
　前年中に支払った社会保険料や生命保険料などがある方は、申告す
ることによって控除が受けられ、税額が小さくなる場合があります。
確定申告は税務署で行うことができ、郵送でも受け付けていますので
税務署にご相談ください。
　なお、市・道民税の申告は市の窓口で受け付けています。
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２月１２月１０月８月６月４月

年金支給年金支給年金支給年金支給年金支給年金支給

特別徴収特別徴収特別徴収普通徴収普通徴収
平成２１年度
または

新たに対象となる年度

特別徴収
(本徴収)

特別徴収
(本徴収)

特別徴収
(本徴収)

特別徴収
(仮徴収)

特別徴収
(仮徴収)

特別徴収
(仮徴収)

平成２２年度
以降
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平
成　

年　

月
支
給
の
年
金
か
ら

２１

１０

�
�
�
�

�
　

歳
以
上
の
老
齢
基
礎
年
金
受
給
者

６５

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
当
該
年
度
分
の
老
齢
基
礎
年
金
給
付

の
年
額
が　

万
円
未
満
の
方

１８

�
介
護
保
険
の
特
別
徴
収
対
象
被
保
険

者
で
な
い
方

�
当
該
年
度
の
特
別
徴
収
税
額
が
老
齢

基
礎
年
金
給
付
の
年
額
を
超
え
る
方
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公
的
年
金
等
に
か
か
る
所
得
分
の
所

得
割
額
お
よ
び
均
等
割
額

�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�
�

�
老
齢
基
礎
年
金
等
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　平成１９年中の収入が分かるもの、平成１９年中に支払った社会保
険料の領収書、国民年金・生命保険料・地震保険料の控除証明書、
障がいのある方は身障者手帳など、印鑑
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